
Ⅰ

Ⅱ

1965030098.TIF

；嚢：評

M• シンゲ署

『インドの輸出趨勢

一一イ1立的成長の展望』
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低開発問の輸出振興は，今日，国際社会における主主要

h,f県題 Cあり町昨qf靖かれたl可；聖子貿旬開禿公議の主要議

題として種々の側if打力、ら総議ぎれた しカ， !_ ' ＇、かたど J

風間でf氏開発諸国の輸IH，特に 1次産r＼／，の輸IHが停滞寸

;r, ：＇！＇＇こ l巳Iす乙イ分t，実証l'i'J研・－，r；土なl

インドにつし、ても同様で，輸出の停滞が沼識号れ‘ぞ

の打開策が熱心に検討されているにもかかわらず，イン

Iゾ〉輪／［＇を阻 1して、、るを：因i二 yいてのJ ' ＇こんよ.：＇：$） Jl1

/J:ない。著者はこの現実に対する理論的干、ヤサヅをwめ

るよ左右指 1り目的として本；,t;：を著してL、斗υ

「ン i:・L士貯it第：： I大5IJ{F" 11,1i1の【｜｝で， J970{J iこiJ1・1 

立（i(J成長過ザー（self-sustainedgrowth）にはいることを Pl

f；：：午しア、る。自：iti'I~成長は 11 i'iJと iるれ山内Nl正を述

/ 7_，に｜分た資本 i＝町i’宇野）がいi内F供給 5h－：， ことと

日II寺に，特別な外悶媛助なしに国際収支がパラン正する

こしを日ます.c：， 。む坊に11］すやi愛者乙1課魁11）実j足，，J古七Itー

かl970ffの斡門1の f刊ljを？？な－ ＇て吟 U｝くす九でど fλ著＝行，j)

第 2v'〕11的であるつ

：芯：i: : ：土，； ) l：くf、輸/11，そ停滞 3せてし、己咲肉ヅi)Jfli土

予；ロI］の申書果よ IJ'f!Fれる政策i'r'.J帰結が述rてみれろο

以上の著者の問題関心に従って司本書も次v'):l部より

料,cN:されてし、 ／， 0 

1活1部 1 %1～60Wのインドの輸ii',実紡の分析

記21'¥fl 輸Iiiの民間

市3frl；貿＇＼政市

第：，部は「共産閣との 2国間貿易」、「地域貿易協定左

輸出の民望」，「インドとヨ一口、ソパ共同市場J, Iルビー

っと換印li値」たど現在「ンド山直1f1iL；：－，，、るは易別組

につレて，要領よく整理されたものであるが，つっこん

たJ)fl論（r’J~:J:11 ：，：；欠 L 、てi 令。 （えが Jて， 本干高 ζはこもっ

副q.を｜：ト、て第 I:HI. ii¥ 2 {cl；；二 J パ、て J) !*J'frをがf「

L，若干のコメン卜をする。
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II 

};"j汗lま貿易につし、ての分11rにiれ、7-,lllfに，経済成長泊

料において貿易の果たす役割を明確にしようと試みる、

-,. ）レク I・はその著下!J:Patterns of Trade and De・ue噌

loj•111ent (Bakackwell, Oxford, 1961）において，現在t'i

Mは19世紀に果たしたような「発展の広ンジン」として

の機能を’たってL、ると考えて，貿易志向的花展形態、をl'f

定し、 7有わな:1:-'j衡成J:t理論tr"提＂／＼し t・けこれに対して比

一れは，「婆するに発艇のi戦略がし、かなるものであれ，“発

！文にド，，f＇.＞＜の物（ 1'J正ffγ’炉供給古ーとしての丙際貿切の機

能l土，高不の経済成長を要求していろ i王陛んどの｛氏1111

発閣にと円て重要性をもtうつづけるであろうJ(p,3〕と

述べてL叶。稀）111はIN.：！毛の加速化lこ必要な資本財愉入の

供給？？としての重要性をもりている。ぞれゆえに‘輸出

はJi¥::l訪日法化の不可欠の婆悶であるから，その振興のた

めJi主主礎的な1月i論的う〉析が］要請されており、本書の意味

もそこにあると著者は考えている。

ilえに普おは ｛: Iごの輪／Ii俗滞（／〉現状主統計を用し、て明

らかにし了いろ，それに上ろと、 195（げI寸tにイ：／ドの主主
輸IHはl:l%しか伸びていなし、のに対して，世界の総輸出

は；，：，%鋼大しとL、る このためインド的世界総輸／illこrl,

めろシェアーは1951年の 2%から1960午iこは 1号イ》と低下

したけこの輸出停滞の反映として，開発計画iの実施とと

もに璃大する輸入の輸出仁よるカパ｝しツジは第 i次ら

カ作計画i期（1950～55年）には83.4%であ~，たものが、

第 2次5カ年ι卜両期 (1956～60年）には56.2%に低下し

てv、る。

ころした輸出停滞の原因が外国需要にあるのか，ある

L、itインド国l人jのさ当日玉商品の供給弾力ttのm..さによるも

のかにつレてl上、 S.J.Patelと九uuKrueger & P. T. 

Bauerとの聞に論議がなされているが，著者は両者とも

実”11'的基礎を欠；ものと LC排Lてし、ふ。

1950年代の輸出実縞を商品別にみると， イン Fの輪IIう

の50%以上を占める茶，ジ旦ート製品ならびに綿繊維は

停滞してL るのに対Lて，鉄鉱r，， コーヒーなどは急速

な伸びを示してヤる。しfでがって，輸出停滞の究明は商

品7Jljにこれらの傾向をもたらしている原因を明らかにす

ることでなければな：・，なヤ》

上でもみたように，一悶の輸出は外部的要因〔外国の

所併と，；I.,要び〉所得怜力相，関連商品の価惨など〉と内

部内要因（！司！人j供給能力，輸出統制，愉出賦課す三など）

との禄介的な結果として規定されてレる。そこで，輸出
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i）動向を明’,tLてL、る原因そ叫んかにするfこめに：士、こ

の二つの要因を分離する基準を見いださなけれはならな

い。著者は企業の価格決定理論を貿易商に適用し，この

基準としている「このJ:IH論におL、てラ企業は市場支配ブj

,J）強弱に；； l :l，［！占的，寡11,1Yr !'I由競争{r京に／な演さ

,/1,る。著f;: L 1/J ，.＼而におヤご i 、，［，（；ij出品のll''l/-111 ；~）；こ， 1;

める地位により，＇＇ 1該商品の輸Ill悶を独r"i1'10, ＇.＼＇よ 1li1’内、

限界輸It＇，悶（ mar日inal凶 porter）にう〉矧する..

インド、，，＿；：，足， ,!i(r,j H\i\t，では l~ ！ ,ti下）：，ものは，／ドト；梨

，＇，，＇.，雲母， ：＇； ' Lー，ラヴカ－ ,} ' i商品で ｛-- i'の泌総

/11の24%れど企，1，めてし・る。券，1,(1）なものは， Aミ‘ A翁繊

維，ゲパコ，マンガンなどの 6,tl,Mで：18%, インドが限界

輸出国の立場にあるものは，コーヒ一、原綿吻 flV帆 鉄

w_；石など「ふ.：：， ' 

独占的fr、＇＼＇＿， frli与の需要出トi'lili！パ｝とで， f面協刊誌作す

ることにより， f需要員，したがって生産民を肉 FRに決定

することができる。需要曲線の勾配が急な場frには価格

川下けにtIJ‘’；t：要を増加J：＇；仕之竺とが悶難を trl：、結

!,,',, j需要，；）WI /J11: t需要曲線JI ／ソトのみに依ffナイ＼ イ

ノ iごの独,t,1下Jt; ；，~；出品であ：〕／ ート製品， r-; 1 J、 ノヴ

カーなどの需要曲線は1リ50年代にはほとんどシ 7トして

おらず，このために輸出の停滞がもたらされたものと売

九九れてL 了 一ュート製品，J,i[frltは技術革新、流通革

命などのti;'t. ,/,i要を拡大［つ＇）ふる紙製， ii-，にTti坊を侵

蝕されており，公母，ラ、ァカーも台成品に代わらJ.vγ 】

あるふその紡鼻！：，外国需要は停滞していると考えられ

る。これに関連して，技術革新がイ Lドの輸出賦課金，

供給の不必なぞによる輸出倒防び） ［·＿昇により促進 ：~At る

？〉のだと寸〉り （ ：，，・クロスぴF1,l年（があるo 著 r,i土i同l弘司lj

に分析した結果，技術京新は単に価格上昇によってのみ

説明されうるものではなし、と結論しているO このように

インドのすd!r"il川物別品は， 1 / l了eハ貿易政策の範囲外に

恥る技術1j''iJ1；：仁り外国需要，／1f1[1U、が押えら），1て＼る結

凡停滞L : .. ふと考えられ；：， ' 

寡占的な貿ら.＼［±！にと，ゾc，士，；寡占的状況における企業

者行動と同傑，自己のシェアーを維持することが長良の

政策であζl 1かし，他のぷl工！がみずから彰li'I¥f訟を縮小

しっ寸あ乙JI.;i；、あるいは坑日取，；Iの絶対量点；fillび 3つ

あって，シ t アーの縮小がただちに輸出絶対；置の減少と

たじない場介には， 3郎、摩憾なしにシェアーの変動が起

」こりうる。相対的シェアーが安定しているにもかかわん

f，イント J市川ljが停滞して L、ろ混合，そのHjfl-lc¥i上位界

貿易の停r:ri>, ，..らす外部（iJ＇足［le［；二求められる！したが

書評

fンドの’存」；的輸出荷品の動向をふるには，！［上り

貿易の趨勢がイン l、のンェアーの変動とともに分析され

ねばならなレ。この部門にはし、る商品はほとんどが世界

貿易般の伸びが侭くー谷固とも自己のシ1 アーを維持す

らtl'kifi ！；－ とってし、予、 Lfこがって， { J にの輸出停滞，｝）

11;(1!,[ i t外部的要~Iに上. ＇て説明され j,ahらない。 h＇；（士

:l，婆輸入国である西欧諸国の所得弾力性，ならびに価格

開力・t'l：が非常に（氏く句このために輸出が伸び悩んでいる

円山η：，から，イ：：：・，パ政策iこよ pては土の停滞を打破

4いこどはできたv 市繊維は主嬰1rifi入1,1で、ある低開発

,;r1叫が輸入代替政誌を 1二り，輸入を；liiJl¥liれJ ているので民

劾盛；の伸びが1氏くなってレる。ひまし油も合成品の発展

で総資弘最が減少傾向さえ示している。

l、人いI)ように， 二cllj’1111司の荷I買い！）輪fl山r滞はほとんど

がv；，滞 1－る外国需要にiι 主くもの Fふり、輸出増大のた

めに fザ J：＇に残主れて L、る機会l土ニくわずかである。

第九のケースである fンドが限界輸出閣の立場にある

商品は、自由競争市場下での売り手と同様，市場価格で

,,i11.cllH に弾力的な；t·~：をもってb、ど》＇：：；ラえられる。悶際

t''J. ¥)) ii，坊はー般的にはほとんどが，rJ(J ,i'のないしは寡占的

であるが、県内rr」な平和共存を破験する可能性のある新

人朽の制裁はないものと考えてよし、。したがって，限界

1'iJ倫／l¥liJ（ま宥二rのt，γー拡大の可能性をもっ。要する

に （J ドにとって、 、＇＇1 白荷品；こ凋 L て；工夕~的詩予j約条｛／十［よ

rif凡Hillけ、F

U、O したカ： J ，てヲ輸出f立をi夫定するのは所与の価格の下

での輪lll,fl，供給の，11!:、欲と能力であつて，まったく国内的

'),t[lc［；に、る。このi'，ーj，ドI)I二j謁する荷r'i,'ic!＞・・， じ， 1950年代に

Mill＇，が同大したのは 7 ーヒー，鉄鉱イi（，これは恵まれ

た生出条件，適切なJ1,1y:rの貿易政策u'i:i';q＇：である。

rn 

γi今ノ＼1］日から自立（／Ji,比J－：：の，，J有E十qん111

；店1部（！） 罰的であ；ム！

インゾ政府は1970年の輸入を130億～140倍、ルピーと見

積もってし、るが，これには1970年以前に受け入れる外国

民iめの返済が含まれ日ない。著？？はこの返済額をおよ

そ：制約｛白レピーとみと1、るので160ff1～ 170｛：意ルピ一、 f1土

低150｛，忌ルピーの輸出が必要となる。ょの15011意ルビーの

Ii標額が達成できるかどうかを次のような方法で商品別

の輸出予測を行なって吟味している。

f-i¥llli士大別すろと， 三種の方法に収／J＼－、て行なわれと
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書評

お 1：ま第1部の商品分官民のう士uのYi,i，的輸出品であ

ら＂二の部門の商品の韓日 i；土外部的要[T'lで決定される靴

作f{l｝；量と競争的輸出園小／）r邸主に上 ：：， 工アーの変化

に上｝て決まる内 Ll：が｝て， t; lllザh了Jg量1：が推定さ

れ，次にシェ 7ーの動きによりインドの輸It十！立が決ま J 、

てくる。世界貿易の展摂は著者自身で行なったものはな

く，ボとして FAOの［1970年農産物生産予測jの推計一

値を箸者のu、う「常識的判断jに指づいてすご｜二修：iFLて

いろ千里度である。シ 1 アーの首JJ＂＜も. (1）インドはIH：界市

川におL 、て輸出競争力方~，1:/::)11 ¥ ,t Iパ人 iFあらゆる千段

をJ l：すn （日）イ＞ Iごの伝統i下！給，I・，，＇，／，；士約！ Ii余剰の欠如1（ご

干ることはな＼•，とレう ’， ,1 ,{r~ ＂吐に Ji（♂；，、て， i王 rf現

収、維持ポ見込まれている； L！二心、ぺ. uとんどのもの

は世界貿易鼠と同じ｛Jjlび犠を示すものと衿え 1・，れ， lrttr1i

的商品につU、ても．ほ11'同慌の方法により予測が行なわ

れている，－，

第 2に第 1部の商品分類でインドが限界的輸出同であ

るような輸出商品はイ Lドの輸出能力を輸出意欲により

愉，＇＋＇， -lit将決まる。したが J て守 てtI「，V•，：＇~品につむ、ては

いj戸、I的要因，特に閏内牛:iJ"(r，：どIti I人Jii'i式I止の予測を：集礎

土I で，輪出が展望され

' ノiの外掠iあるU、It経：汗11ト1不ご＂！ 1斗；（！じ＇：， 'i y;：屯llf:衰の延JU仁

どより求められてL、J：】， I主［内消費既にJ パ、てlt方法的に

は明確にされていないがでれとして，〕位当；のト！ノ〉ドの外

tillによ円たものと思われるの｜宝！内生倖昂モ！ic]r}す消費目t())

差がインドの輸出能力であり，これは汁ストが世界市J,g

での価格に行りあうように決められているかYり，輸11',

-": tc : ，予測の結果は灯、－r,,,1,11／ 寸ふ

-,} i,1’1包なu、しは独占的ffi,'11',,, ＇うに行 II界貿易畏の南大

L たl‘と，曹、われるのは.t九段約 五／：J 〉ソカーの 1荷

，＇，：， て1 これ／：， (!) 1 > l・の4,;;11I＇，も I世Ht',.L fこる f そ（）lf也（！）

:¥,, ，，ペコ司マンガ＞ 型U,l: it !IL '1{ ti l＼＇日；の ft争びEli,Jヒ

率でインドの輸出も前加している、ジ口一トにつL、ては

ノミキスタンとの競争関係によ J pてーFつのγ判iJfl自Aが与えら

れているO 限界的輸出商品についてはほとんどがtjsjl干の

伸びにしたがって輸出の増大が見込まれてレる

［？と品の輪出は現在まT少l，九、 j/,.¥1：、けトレンドを用

いて「視ljすることができなν，L !.: ,;; c著者は第3次

;i -lj午J爾の輸出伸び率をその主まな： J;i~.i＋爾期にも適‘

丹iL、iiO年の水準の 4倍になノ：， Le,'::: -: ＂、るけ

--:_1-'l結果， fンドの総cfif.l間保i士100I，むにピー前後とな

円て，インド政府の計画輸入額に見f，う水準に支では烹

れないQ したが， Jて， 1970年に自立的成長il&l主に1:t，、る
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て1:i ti王モん Y不可能であると苓古ーは結論す－;:, ) 

れ7

以とが本書・の第 1郊，第2部の概略であるc 五｝1をに本

合にか:i:れてし、る若干の問題点を指摘しておこう。

金子第 lに軍事占理論の貿易分析への適用のi可能性が問

胞となる 1 等、許l土寡rti下では各企業がその総生産に占め

るLコrーを安定されるようなカが働くものと脅えて，

fi &,iiJtJ仁）；；、ても湾内的状況lてある E,:¥ i士制1,1が台湾！

fドJ［づIFれられぎり、シゴア一円安定作が！被f't＇.されるも

ぴ｝んなでL、ろ J しかし，湧；i1if C ,, T アーただど化する

;'J.’if,j，りく（！'it r千企業が類似したIf：夜間歓をも》ていると

｛／，，＿・，じっ；三，J品（，だけである々貿易1fii三ιl：業製品について

は’券；r1,n{J状況でシ工戸ーを安定｛じするプJが働く）可能性が

あるけしかし，インドの寡占的輸間商品である茶，マン

'/J、Lt；.どは肉然的条｛’｜こに規定された問干干の生産関数をも

，ており，他の諸国の当該商品のそれとは自然的条例ーの

不明、に1JJ;tすろ生産関数の差異があろ｛ ［／γヵtlて， -'t.

,,;, rv1数(l）、fl'(fJ:J:i'I:を前提とする軍事t，士弘治Jり「 1一安定化

υリ｝J'I＇そその j)fj提を欠いてし、るfll,¥1iiiJ川J!!11"；市用する

こI( ti村切でふろう 3

W'Ni'i1J1t'rHl¥1:fi品iこっu、てl土， 衿fi Uilr r J c' >{1lli怖のもと

で需要が無限に弾力的であると仮定しているので．輸/II

開；i土問内供給能力のみにより決まるものと考えてし、るの

しかし，輸出能力は国内生産と凶内需要の差として求め

られるものであるから，分析・予測を行なう際はこの二

刊の嬰悶が明示的に取り扱われていなければならないい

lリ川；！代の愉／1.¥実績の分析，19701！の i市qに／パて，著者－

J二ll 九 ／パハ要悶を十分に考慮L-~'. ／，：レ上うに忍わ

:l l弓、 (・i11ilてゴ主国内生産は開発；；！ 11l1jにおける 11t：＇／：そのも
山〈い，－，：，厳街iこは生産予視11とII千ひえ ti:＼、ιのであるο

般に，’iJ；・，＿＇j的輸i守i，限界的脇iI＇，円分析・川町 lこお七、

て供給ifiiからの接ilrh't:！－；がとられていないことが本書の

人‘きた欠陥である勺，1tr1i的輸出に関しでも同様のことが

妥、＇iするの

以上のことと関連するが，本書：においては予測の方法

がけラめぐあいまいである。著1'iは；1：.－：：経済学（！＇J推計に

L :, j、－，：；：；；識がj判断lこ基づいて－['iHIJ,ti ！なうと断ってい

イ1が‘少f五く土も予測を行なおう！：するj易丘、 WJlサ＇ii去

ti: c'，びにHi"Iび〉主主礎となるデーケ全lり！｛曜に LてJJかねif'

ti::, tょL,hぜなら， 予測IJf！立の店、味itf’消jOJ)J／，んによっ

てIたまってくるものと考えられるからであるc

（長期成長調存宗 !!!FllfU司）
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